
令和元年11月頃から相談開始
「地元企業の技術を融合した土産物の商品開発として朝
倉氏遺跡や歴史にちなんだピンバッジを作りたい。第一弾と
して、メガネの材質であるアセテートの端材を用いて蒔絵や
沈金加工を施す。どのようなデザインが好ましいかアドバイ
スがほしい」これがスタートでした。
「地元企業技術の融合」「朝倉氏遺跡」「歴史」「福井」
「蒔絵・沈金」といった要素の全てに注視した商品は結果的
に個性が乏しく、コンセプトが伝わりづらいものになります。
そこで要素を整理、取捨選択する必要性がありますが、この
場合は「土産品＋朝倉氏遺跡」「土産品＋蒔絵・沈金」「土
産品＋アセテート＋蒔絵・沈金」の三つに絞ったデザイン展
開が望ましいと助言しました。
何を作るか、どんなコンセプトにするか、と言ったことは白

紙と言ってよい状態でありました。担当したコーディネーター
（以下Co）のアイディアで、令和2年の大河ドラマで明智光秀
が取り上げられることが決まっていたので、朝倉氏や一乗谷
と明智光秀を素材にしたもので検討することとなりました。
朝倉氏や明智光秀を示すデザインとして家紋があるので、
これをベースにすることを提案。さらに、これだけでは個性
が出しにくく、商品としての差別化が難しいので、家紋を使っ
たピンバッジを作ることを助言しました。

アイデアを形にする
それを受けて内部で検討が進み、次に出てきたのは、「メ
ガネの材質であるアセテートを丸い形状に削り大小大きさの
違う円を組み合わせたい。」ということでありました。
アセテートを組み合わせるためには、ひとつは大きい円に
小さい円を上に貼り付ける方法があります。その場合、上下
それぞれを機械で固定し貼り付け作業を行うため、作業効
率が悪く難易度も高い。一方で、パズルのピースのように凸
凹にカットして嵌め込む方法がありますが、この場合は貼り合
わせより作業効率は高いものの収縮率の高いメーカーのアセ
テートは隙間ができるため、安定した素材を選定するようと
助言しました。
素材が固まったので、次の段階は加工方法です。家紋の
デザインを蒔絵加工する手法の一つとして、判子のような形
状のゴム印を作成し加工を行うことになりました。
この方法は、ゴム印で圧着させ絵柄を写す加工特性から
図案が潰れやすい為、細かな図案は適しません。候補に挙
がっている図案は細かい為、一層簡略化させた図案に修正
するよう助言しました。

並行してパッケージデザインについても相談を受けました。
ピンバッジのサイズは、小で直径20mm、大は縦横45mm
程度の2種類。販売予定価格は6,000円、8,000円（税別）。
共通サイズの桐箱を作成して水引で結わいたいとのことで
した。
販売価格とのコストバランスを考えなければならない。
6,000円～10,000円クラスの商品であれば桐箱といった
高級感を持たせるのも演出として必要ですが、このピンバッジ
はもう少し手軽な価格帯のため、紙製の貼り箱に巻き紙を施す
デザインも検討してはどうでしょうか。使用する紙やデザイン
次第で十分上品さを演出できると助言しました。

商品化を終え商品販売へ
第1弾の商品ラインナップが決まり、次は販路構築を進め

る段階に入っています。福井駅前の商業施設や、朝倉氏遺跡
に近い道の駅や土産品の取扱店については既にリストアップ
済みで、道の駅などについては以前から商品開発と並行して
大まかな提案は行っています。イメージ図と文字の提案書で
は実感がわかないと言われていますが、今回は製品ができた
ので、現物も提示しながら商談を進めるべく、具体的なアプ
ローチ計画を作って活動を始めるところです。

ピンバッジのデザインが決められず、よろず支援の
先生にお願いしたところ、早速スケジュールを組んで
いただき、デザインから商品作成、販路のアドバイス
等、分かりやすく丁寧に指導していただき、スムーズに
完成することが出来ました。
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相 談 先：株式会社曽明漆器店
相 談 者：曽明冨代
事業概要：創業は大正12年。山中漆器の技術を身につけた

創業者が河和田の地で始めた越前漆器の老舗。
相談概要：これまでも新商品開発に取り組んできたが、令

和元年度の福井県おもてなし産業魅力向上支援
事業（助成金）に採択され、新幹線の敦賀延伸
開業を見据えた土産品を開発したい。

そうめいとみよ

「水と空気以外はなんでも印刷できる」
唯一無二の優れた技術

株式会社秀峰は、1983年に現会長の村岡貢治氏が創業した
特殊曲面印刷および印刷機システムの販売を行う会社です。創
業当初はメガネの販売会社としてスタートしましたが、1989年に
大きく舵を切りました。従来は転写フィルムを使って写し取る方
法でしかできなかった曲面への印刷を、ダイレクトに印刷できる
特殊な印刷技術を開発したことがきっかけです。
「印刷に関して素人だったからこそ思い付いたアイデアだった」
と話す会長の村岡氏は、元銀行員。試行錯誤で研究開発を繰り
返し、印刷技術をブラッシュアップさせ、印刷対象物を大型化・
多様化させていきました。「水と空気以外はなんでも印刷できる」
というこの革新的な印刷技術は、2007年
に「第2回ものづくり日本大賞	内閣総理
大臣賞」を受賞。現在は、メガネや携帯
電話、自動車の内装部品や高級サッシな
ど、幅広い分野から注目を集めています。
2019年5月、時代が平成から令和に変わ

るタイミングで村岡右己氏が2代目社長に
就任。代替わりをきっかけに、技術開発
のみならず、販路拡大にも精力的に取り
組んでいます。

時代の移り変わりが追い風に
同社の印刷技術の強みは、「多品種・小ロット・低コスト」で
す。直接対象物の定位置に高精度な印刷を行うことができるた
め、意匠性の高い高付加価値の商品への印刷を実現することが
できます。この技術は同社が特許を持つオンリーワンのもので、
業界ですでに普及しているフィルム転写型の曲面印刷方式では
実現不可能な事でした。当時は消費者ニーズの多様化も進みは
じめており、自動車や住宅建材などの「高級ライン」に採用さ

れ、年々受注を拡大。2015年
からは、印刷機を販売するフ
ランチャイズ事業を開始し、
国内外に拠点を拡大して大量
生産にも耐えられる体制作り
に力を入れています。

しかし一方で、すでに業界標準として定着し、大ロットでの
コストダウンできるフィルム転写方式の圧倒的なシェアに食い
込んでいくためには、あともう一押しインパクトのある強みが欲
しいと村岡社長は考えていました。

SDGs時代を切り口に販路拡大
「今が絶好のタイミング」

そういった状況のなかで、新たな切り口として見出したのが、
「環境への配慮」という視点でした。
持続可能な開発目標（SDGs）とは、2001年に策定されたミレ

ニアム開発目標（MDGs）の後継として、2015年9月の国連サミッ
トで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」に
記載された2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際
目標です。
「従来のフィルム印刷方式は、インクを定着させる際に有機溶
剤を使用することになり、どうしても廃液が生じる。当社の印刷
インキは有機溶剤を使用しないため、廃液が出ず、環境に非常
に優しい。環境への配慮がますます必要となる時代にあって、
その特性は大変な武器になると気づいた」そのきっかけになっ
たのは福井ベンチャーピッチへの登壇だったといいます。
「ピッチに登壇し、経験豊富な専門家からアドバイスいただけ
たことが大きなきっかけになった。特に、SDGsを切り口にビジ
ネスを整理するとビジネスチャンスがあるという視点に気づか
されたことは目から鱗だった」
「今が販路拡大の絶好のタイミング。海外展開に向けて課題はた
くさんあると思うが、ぶつかる壁には向かっていきたい。時代の
変化をとらえ、強みに変えるという意識をもって、当社の曲面印
刷技術を世界に広めていくつもりだ」と村岡社長は意気込みます。

県内で成長意欲の高いベンチャー企業をご紹介する新シリーズ。
1回目の今回は、時代の変化を追い風に、ビジネスの新しい切り口
を見つけ、さらなる販路拡大に挑んでいる株式会社秀峰（福井市）
の事例をご紹介します。「ビジネスの新しい切り口を見つける」と
いうとハードル高く感じるかもしれませんが、「長年愚直に取り組
んでいることが、実は今の時代の流れにのって新しい価値を生み
出しているのかもしれない」という発想の転換が、大きなヒントに
繋がることもあります。

今回の事例はいかがだったでしょうか。SDGs時代の今は、「SDGs
の目標と自社の事業がどう関連しているのか」という視点から自社
のビジネスを整理することで、ビジネスチャンスを見出すことが可
能です。既存事業から新たな価値を見出して、一点突破でニッチ
トップを目指していくという考え方もまた、ベンチャー的思考とい
えるのではないでしょうか。是非、皆さまの会社でもチャレンジし、
新たな成長に繋げていただければと思います。
執筆者：ふるさと産業育成部　ベンチャー・EビジネスＧ　岡田	留理

時代の変化をとらえ、強みに変える！
SDGs時代に飛躍する福井発ベンチャー

グラデーションサンプル写真（自動車内装部品）

所在地　福井市大土呂町2号5-5
ＴＥＬ　0776-39-0800
http://www.shu-hou.co.jp　info@shu-hou.co.jp
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